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事   項 年 概   要 
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 騒音の計測と評価 

 dBと LAeq 
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久野和宏、林 顕效
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、 

第 6章近隣騒音 pp81～163 

 

久野和宏、野呂雄一、 

林 顕效 

第 6章音と日常生活、 

「他 8名」 

第 7章±2σの外 pp87～107 

（報告書等）     
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1 都市域における環境騒音の実態と住民意識の地域特性に

関する研究 

 

2 A consideration of environmental quality standard 

  for noise in Japan. 

 

3 Comparison between old and new noise standards in 

 Nagoya City. 

 

 「ほか 25編」 

 

林 顕效

 

、久野和宏、三品善昭 

他 1名」 

K.Kuno, A.Hayashi

「他 1名」 

, Y.Oishi 

 

A.Asai,Y.Mishina,

「他 4名」 

A.Hayashi 

 

日本音響学会誌、43巻、pp786

～792,1987 

 

Journal of sound and  

vibration 

Vol.127,pp565～572,1988 

Journal of sound and  

vibration 

Vol.277,pp539～545,2004 



（学会発表等） 

1 住環境騒音と住民意識 

 

 

2 夜間における音環境基準について 

 

3 Reaction of inhabitants to environmental noise. 

 

 

 「ほか 125件」 

 

林 顕效

 

、久野和宏、三品善昭 

「他 1名」 

林 顕效

「他 1名」 

、三品善昭、大石弥幸 

A.Hayashi

「他 2名」 

, Y.Mishina, K.Kuno 

 

日本騒音制御工学会講演論

文集 

pp381～384,1986、神戸 

日本音響学会講演論文集 

pp755～756,1994、熊本 

Inter-Noise 2000 

No.639 pp1～4,2000 

Nice-FRANCE 

（その他） 

平成 11年度三重大学工学部リカレント教育講座 

｢騒音の新環境基準を考える｣ 

～名古屋市域における環境騒音の調査事例から～ 

 

久野和宏、大石弥幸、

「他 3名」 

林 顕效 

 

主催：三重大学工学部 

4章騒音に対する住民意識の

現状 5章騒音による睡眠妨

害の実態とその分析 

pp31～48,1999 

                                                              


